
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県原水協 

TEL.FAX 092-432-8518 

E-mail anti-atom@peace-fuk.net 

福 岡 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
、
批
准
国
は
少
し
ず
つ
で
す
が
着
実

に
増
え
、
あ
と
１
６
ヵ
国
と
、
発
効
ま
で
時
間
の
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
発
効
す
れ
ば
、
日
本
政
府
や
核
保
有
国
に
与
え
る
影
響
は
大

き
い
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
今
年
は
核
軍
縮
に
対
す
る
保
有
国
の

態
度
が
問
わ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
が
行
わ
れ
る
年
で
も
あ
り

ま
す
。
今
こ
そ
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
大
き
く
運
動
を
広
げ
る

べ
き
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

昨
年
１
２
月
の
長
崎
大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
村

先
生
を
迎
え
て
の
学
習
会
で
は
、
「核
兵
器
の
非
人
道
性
」
の
訴
え

が
国
際
会
議
な
ど
で
世
界
の
国
々
の
共
感
を
強
め
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
想
像
力
を
も
っ
て
運
動
を
継
続
さ
せ
ま
し
ょ

う
と
強
調
さ
れ
、
奴
隷
制
廃
止
や
、
男
女
同
権
問
題
な
ど
を
例

に
、
訴
え
続
け
れ
ば
世
の
中
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
力
説
さ

れ
ま
し
た
。
確
か
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
弁
護
士
生
活
３
６

年
で
す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
裁
判
を
積
み
重
ね
て
行
く
う
ち
に
、
３

０
年
以
上
前
と
比
べ
て
労
災
や
公
害
に
つ
い
て
の
国
や
企
業
の
責

任
、
時
効
の
考
え
方
を
は
じ
め
多
く
の
分
野
で
、
裁
判
所
の
判
決

も
、
世
の
中
の
考
え
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
核
兵
器
廃
絶
、
平
和
を
守
る
運
動
で
も
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

今
、
核
保
有
国
は
核
廃
絶
に
進
も
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
の

安
倍
政
権
は
、
好
戦
的
で
、
平
和
憲
法
ま
で
変
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
禁
止
条
約
の
署
名
、
批
准
の
状
況
な
ど
を
見
れ

ば
、
核
廃
絶
を
求
め
る
声
が
着
実
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
安
倍
政
権
は
、
桜
を
見
る
会
の
問
題
で
、
そ
の

い
か
が
わ
し
さ
、
小
ず
る
さ
が
露
わ
に
な
っ
て
、
支
持
率
は
下
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。 

頑
張
れ
ば
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
条
件
は
あ
り
ま
す
。
核
兵
器
の

問
題
、
平
和
の
問
題
で
も
、
地
道
な
活
動
で
世
の
中
が
変
わ
る
と

い
う
こ
と
を
実
現
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

二
〇
二
〇
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元
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代
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理
事 

山
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一
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被爆者への年末お見舞い、カレンダー贈呈 
 福岡市原水協では、「被爆者への年末お見舞い行動」を福岡市被爆者の会

の協力を受け、ちひろカレンダーとお見舞金を持って訪問しました。また、八

幡原水協や久留米原水協などで署名行動や被爆証言をお願いした方に、県

原水協から連帯と感謝の気持ちでちひろカレンダーをお贈りしました。 

 

 県被団協からは福見副会長と南事務局長が参加さ

れ、県内の被爆者の会がここ数年解散の報告があった

が、会員制度や会費の改定もあり今年はゼロだったこ

と、慰霊祭への市民の参加や署名の取り組み、被爆二

世の要求実現のための取り組みも紹介されました。 

 原水協からは、地域・団体で日頃取り組んでいる核

兵器廃絶につながる署名行動や原爆パネル展などの

活動、2020 年の NPT・世界大会への派遣も準備してい

るとそれぞれに紹介しました。 

 継承については、二世の会などに期待したい。署名

だけでは広がらないので、証言者だけでなく映画「人

間を返せ」「ヒロシマ」の上映会なども旺盛にして行くこ

と。年 1 回の世界大会前に学ぶだけでは不十分なの

で、二世と一緒にやっていくことを考えたい。若い人へ

の地球規模の運動を考えていこう。自治体への要求も

被爆者が頑張ってほしいとの声も出ました。アスベスト

訴訟も 7 割が遺族だが、引き継いだ人の思いが裁判官

を動かした。二世の活動に期待する声が多数でした。 

みなさまの被爆者援護 

連帯募金へのご協力 

ありがとうございます。 

募金とちひろカレンダー贈呈での県被団協の福見副会長（左から二人目）と南事

務局長（左）、県原水協山本筆頭代表理事（中央）と参加したみなさん。 

ちょっと遅れてさらに 6 人の参加がありました。 

 福岡県では 12 月 26 日現在 27 名の参加申込みが来て

います。新婦人、八幡原水協、久留米原水協、民医連な

どが申込みをしており、今人選中の所、参加を考えてい

る所などがあり、最終的には中央団体からの参加も含め

ると 30 名をこす方たちが NY 行動に参加して、原水爆禁

止、環境問題についての学習や行動に取り組む決意で

す。まずは参加して、その後にその経験を活かす、そうい

う参加の仕方もあるのでは・・・ 

 みなさん、ちょっとでも興味があれば問い合わせを！ 

 

NPT・世界大会を成功させる第 2回実行委員会 
 時；1月 18 日（土）15:00～17:00 

 所；県労連大会議室 
      （福岡市博多区博多駅南 1-9-8-２F） 
 

NY 行動参加者、加盟団体から世界大会を成功させるために、福岡

県原水協としての取り組みを広げます。必ずご出席ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<九州・沖縄ブロック原水協学校> 
  日 時；1 月 25・26 日  場 所；大分市 

  （詳しくは折込のチラシを御覧ください） 

   お申込みはお早めに！ 

昨年訪問時に「ヒバクシャ国際署名」への賛同を要請し、朝倉市長も東峰村の村長や議員も賛同してもらっていることへのお

礼をのべ、県内 60 自治体中 46 自治体首長が賛同署名をしていることもお話しました。 

東峰村では、村あげて要求している日田彦山線復旧再開運動なども紹介いただき、県知事への署名用紙も預かってきました。今現在 1

万 2 千人分が集まっていること、村民は日田彦山線が地元住民の生活の足であること、通学に利用していた高校生が利用できなくなり進

路も変更せざるを得なくなっていることに驚き、この路線の景観を愛している方たちのとっての「ふるさと」を返すことの大事さも感じました。

JR 九州が 3877 億円の経営安定基金を受けていながら、災害前には言っていなかった被災自治体へ毎年 1・6 億円の「赤字」解消を要求

している理不尽さも、公共交通機関の使命を忘れ「カネ」に走る姿がどこかとダブって見えて、とても腹立たしい思いでした。 

2 年たってもまだ普通の暮らしに到達しない被災地のようすがよくわかり、3 年目となるちひろカレンダーが、被災者の皆さんも、市長さん

も大変気に入られていると聞いて嬉しい思いでした。 

県労連の皆さんからの、使用を限定しない全国からの支援募金も、住民のために役立つものになってほしいものです。 

 

被爆 65 年 

3・1 ビキニデー集会を成功させよう！ 

参加者募集中！ 
   （ 折込のチラシを御覧ください ）  

 長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）の中村桂子准教授を迎えての学習講演会は、NPT・

世界大会に参加する人も含め 32 名の参加で、核兵器国や非核兵器国の動きなど核兵器をめぐる世

界情勢を学びました。その中で、理論を学ぶこととともに体験することの大事さを強調され、１発

ずつの広島・長崎に落とされた核兵器と、今、世界にある 13880 発の核兵器の数を実感する「音」

を BB 弾で表す実験をされました。参加者の感想では、ただの数字ではなくその数を体感すると、

13880 の恐ろしさは驚愕。1945 年の年末までに亡くなられた方の数、21 万人という数字もただの

数字ではないことを改めて思った。NPT 第 6 条が核兵器削減ではなく廃絶の合意であること、核

の傘の下にいることの恐ろしさを感じた。自分にできることを考えるきっかけになった。ピースチ

ャレンジャーになり署名を集める。原爆展などに取り組む。ミニ学習会などを開く。被爆者署名や

核兵器禁止条約を周りに知らせる。NPT 参加者とともに行動する。募金を集める。・・・等たくさ

んの行動の決意もありました。まずは知ることから、そして広げることへ！ 

 

昨年に続き九州北部豪雨被災

の朝倉市・東峰村へ、皆さんか

ら寄せられた被災地支援募金で

「ちひろカレンダー」を届けま

した。参加は県労連、地元甘木

朝倉原水協、新婦人、県原水協

の５人で訪問しました。 

懇談では被害がいかに甚大で

あったかも写真等で示されまし

た。特に河川改修がまだまだ遅

れており、農地復旧や自宅再建

希望者への大きな壁もあること、復

興住宅に移った被災者には新し

いコミュニティ作りの支援など、引

き続き行政の支援の必要があるこ

とも話されました。 

県労連のメンバーである福建労

が、仮設住宅建設をプレハブでは

なく木造住宅の建設に携わったこ

とで居住者の方に喜ばれたことも

紹介し。地元を活かすことの大事

さを感じました。 

 

朝倉市役所で林市長・梅田復興推進室長と懇談、カレンダー贈呈 

東峰村役場で高橋副村長・眞田総務課長と懇談し、豪雨災害時の写真を示し惨状と今後を語る 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

     6･9 行動、成人の日行動、初詣の人などに訴える行動を！ 

  


